



STEAM Lab 研究誌第 1号の発刊、おめでとうございます。
今回、私に課せられたのは、教育学部における STEAM Lab 設置の経緯と展望です。それらにつき、私





































































論理的に組み立て活用するかの能力（従来の STEM）も当然含まれています。政府は AI 時代の子どもた
ちの能力育成に適した教育手法として STEAM 教育を推進しようとしており、おそらく学校教育のさま
ざまな場面で、今後 STEAM 教育の視点や手法が求められることになると思われます。




















学部の改革である学校教育専攻の「ゾーン制」と STEAM Lab のつながりが明記されたことなど、収穫は
あったと言えます。











た。Lab 規定も、学部教授会および協議会の審議を経て、2020年 4月 1日から施行されることとなり、
Lab は、2020年から教育学部所属の研究機関として正式に活動することとなったのです。
小谷 Lab 長から、科学教育センター（仮称）構想の願いを聞いてから、ほぼ 1年余りで、科学教育を






きる人材を育てる」という点が重要でした。この点において、ゼミ改革・ゾーン制と STEAM Lab は同じ
教育理念の上にあり、STEAM 教育とその研究機関の設置は、学校教育専攻の将来構想にふさわしい成果
であると確信することができたのです。
STEAM Lab の役割 －将来に向けて－
最後に STEAM Lab に期待することを書きたいと思います。






















































４）STEAM の A については、いくつかの解釈がありますが、ここでは「STEAM の A の範囲を芸術、文化のみなら
ず、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲（Liberal Arts）で定義し、推進することが重要である」
（教育課程部会（2021）「3（3）STEAM 教育等の教科等横断的な学習の推進による資質・能力の育成」『教育課程
部会における審議のまとめ』1月 25日）に拠ります。
５）注 2）に同じ。
６）辻合華子・長谷川春生（2020）「STEAM 教育とデューイ－STEAM 教育と経験主義の親和性－」『日本科学教育学
― ７ ―
会研究会研究報告』34巻 5号
STEAM 教育が形骸化に陥らないためには「現実に即した課題」とそれを学習者が解決する中で思考し熟慮する経
験（意味のある経験）が不可欠だとしています。
― ８ ―
